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小郡小学校には１万冊余りの書籍・紙芝居等があります。児童数４８８名の学校でこ

の蔵書数というは、国内でも非常に充実した図書室だと言えます。

また、図書ボランティアの方々や図書支援員の方に読み聞かせをしていただいたり、

図書の整備や図書室を飾っていただいたりして、子どもたちは、本当に恵まれた環境の

中で読書生活をしています。

これからも、子どもたちには、１冊でも多く本に親しみ、心と知の体験を増やして欲

しいと願っています。

また、一方で、図書室はみんなが利用する場所であり、本はみんなの財産であること

も知って欲しいと思います。図書室での態度や本の扱いなど、マナーも同時に向上して

欲しいものです。

今年度は読書記録カードの記録冊数（マンガを除く）が５０冊に到達した児童に、貸

し出し用個人バーコードの付いたしおりをプレゼントしています。

読書に最適な季節になってきました。この秋、これまでとは違う分野の本に挑戦して

みてください。

今年度もたくさんの図書を購入いたしました。

感想文・感想画の指定図書を始め、国語の教

科書に出てくるレオ＝レオニの本や, 震災を題

材にした本・宇宙に関するものなど幅広いジャ

ンルから選びました。

図書室には、子ども用の新聞も置いています。

ご家庭でも、新聞を読んでいる子がいることと

思いますが、子ども用に書かれた新聞は、読みや

すく、子どもたちの興味関心の高い話題が掲載し

てあります。

授業でも新聞づくりは教科を問わず実施されま

す。本物の新聞を読むことは、レイアウトや表現

の仕方の参考にもなるでしょう。


